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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・第5回院内研修の出欠結果についてWIZ掲示板を各自で確認すること。変更がある場合は、管理者を通して総務の見付さんまで連絡をすること。

・医療福祉学会のプログラムについてWIZ掲示板を各自で確認すること。

＜新患情報＞

①10/26（月）9：30来院　馬場ハツヨ様（センター受診）　主治医：窪田Dr

主訴：認知症の鑑別診断、物盗られ妄想の改善、成年後見人制度利用の相談

相談内容：現在、有料老人ホーム「ガーデンプレイスおいらせ」へ入所中。婚姻歴はなく、独居であった。H27.12.29三沢警察署よりおいらせ町包括支援センターへ連絡があり、本人が12/26に保釈となっていたが、29日、路上にいるところを住民に通報され、警察が保護したと連絡があった。警察は24時間以内に保釈する予定だが、再び万引きする可能性があること、おいらせ町の自宅、三沢市の店舗もごみ屋敷状態で生活は困難であること、歩行が不安定で認知症症状があることから単身生活は困難な可能性が高いことか、おいらせ町包括支援センターが介入し、施設入所を検討することとなった。施設をあたった結果、特別養護老人ホーム百石荘で緊急的に入所が可能ということで、同日入所となった。本人は保護された経過を覚えておらず、理解が困難な状態だった。H27.12.30付で介護保険申請し、年末年始は不穏無く経過。介護認定が出たことから、H27.1.14有料老人ホームあゆみの里へ入所。本人は「衣類が無くなった」「クリーニングから戻って来ない」と職員に訴える等、持ち物(洗濯物、衣類)への固執がみとめられ、また、日時、人、場所等、記銘力障害、見当識障害がみとめられていた。上記から成年後見人制度の申し立てを検討し、親族の生存について包括が介入し確認を行っていた。H27年3月、本人の弟の養女、兄の娘より連絡があり、親族間で今後の対応について相談を依頼していた。H27.4.6有料老人ホーム「ガーデンプレイスおいらせ」へ入所となった。その後も兄の娘(姪)には電話で経過を報告していた。H27.7.10後見人候補が見つかり、面談を実施。H27.9.13家族も交えて、後見人手続きの話し合いを実施し、家族申し立てで行うことが決まっていた。同時期より本人から「リュックから通帳が盗まれた」「職員がおやつを盗った」「ここの施設には泥棒がいる」等の訴えが頻繁となり、職員へ詰めよる行為が見られるようになった。職員が一緒に物を探して見つかっても、「誰かがこっそり戻した」と納得することは無かった。上記経過から、認知症の鑑別診断、物盗られ妄想の改善、成年後見人申し立ての際に本人の能力の評価（今後必要となる診断書の作成）について相談があり、当センターの受診を希望。

②10/26（月）10：00来院　安田早苗様　主治医：窪田Dr

病名：注意欠陥多動性障害

相談内容：子供の頃から片付けが苦手であり、今も片付けができず、買い物してきた洋服で足の踏み場もない状態である。夫の友達とフォトブライダルなどの商売をしようかと思っている。小学校では「～やりましょう」だったのが「～やりなさい」と変わり、やるべきことが増えて学校に行くのが間に合わなくなった。１年生の終わりくらいには学校に行く気がなくなり、保健室登校を週1回して、3年生になるとフリースクールに通うようになった。現在は、注意があちこちにいってしまい、階段を上っているときに何をしているのか忘れる、車の運転中にどこに行こうとしているのかも忘れてしまうことがあると言う。心理検査実施目的にて、あおぞらクリニックからの紹介で当院を受診。
③10/27（火）11：00来院　関原早紗奈恵様　主治医：伊藤Dr

病名：統合失調症

相談内容：八戸市出身、同胞2名、第2子長女として出生。最終学歴は千葉学園高校を卒業。卒業後、市内にあるニチイ学館へ1年間通いホームヘルパー2級を取得した。19歳で仙台市に転居（自立したいと父様と口論になり、母様も一緒に転居した。のちに母様は八戸市へ戻る）。ショッピングモールで販売員としてアルバイトするが3か月で退職。その後ヨドバシカメラに販売員としてアルバイト開始。1年勤務し、H16.1月頃親戚の所へ「怖い、助けて」等と叫びながら駆け込み、翌日仙台市内にある館下診療所を受診し、「統合失調症」と診断された。当時の症状としては幻聴、幻覚、緊張、筋肉のこわばり、不安感等と話されている。母様が仙台市まで通い、1ヶ月に1度のペースで通院し、1年間通院を継続した。21歳で八戸市へ戻る。みかわ脳神経内科受診し、入院治療できるところに行った方が良いと言われ、湊病院紹介され受診。H27.3月まで通院継続し、デイケアにも通所していた。デイケアに通所していたが、行くのが嫌になり、主治医に話したら、「男が騒ぐから来なくていい」と言われる事があった。入院は3回、すべて任意入院であり、最終入院はH24.8月から2ヵ月位。同院へ通院中、28歳の同院通院患者様（統合失調症）と結婚し、2人暮らし開始。H26.9.12夫様からのDVが原因で離婚が成立し、実家へ戻った。同院へ11年間通院していたが、両親と相談し、病院を変え、気分も変えてみたいと希望され、主治医へ相談。ささクリニック紹介され、H27.3.13よりささクリニックへ通院を開始。今回、今後の事を考え入院治療できる病院へ転院したいと希望され当院へ受診相談される。また、笹Drへ「デイケア行きたい」と相談したが、「男目当てなんだろう」「そんな顔で結婚とかできたな」等と言われる事（本人談）があった。また、眠剤が強い為減らしてほしいと希望しても減薬してくれない事もあるとの事。現在の症状としては、男性恐怖症、SEX恐怖症、うつっぽさ、意欲低下、身内に対する暴言、暴力があるとの事。

④10/27（火）10：30来院、入院予定　藤澤徹様　主治医：馬渡Dr

病名：アルコール依存症

相談内容：当院へ入院時は、アルコール依存症治療プログラム実施していた。当院退院後は三沢自衛隊病院への通院を継続していた。断酒は困難であり、時折飲酒を継続していた。H27.8月の夏休み時より連続飲酒状態となり、同年8.31には酩酊状態にて出勤、翌日より出勤できない状態となり、同年9.2～9.9まで体調・離脱症状の改善目的にて同院へ入院。同年9.25をもって同院常勤精神科医不在となった事から、H27.10.7あおぞらクリニックへ転院。同年10.10には飲酒再開し、10.13酩酊状態で出勤。翌日には飲酒による体調不良を訴え欠勤。上記状態から再度入院によるアルコール依存症治療プログラムの希望あり、東病棟Dユニットへ任意入院予定となっている。
⑤10/31（土）11：30来院　川守田悠史様　主治医：田名部Dr

相談内容：これまでに精神科受診歴はない。南部町にて出生し、地元の小学、中学、南部工業高等学校、八戸工業大学を卒業。卒業後、六ヶ所の原燃へ就職し、機械のメンテナンスを行っている。元々、頭痛持ちであったが、就職後より頭痛の頻度が増え、市販のバファリンを週1回程度服用している。仕事中、頭痛が出現する事が多く、季節の変わり目等に症状が出現する事が多いと感じていた。最近になり、寝つきの悪さ・熟眠感の無さ・寝言の増加・起床困難等の症状が出現。上記状態から専門医での治療を検討し、当院に受診相談に至る。
＜心理検査実施予定＞

10/26（月）　9：30～　馬場ハツヨ様　MMSE、HDS-R　　担当：小嶋

　　　　　　10：30～　安田早苗様　　WAIS-Ⅲ　　　　担当：小川

10/29（木） 10：00～　若松邦生様　　WAIS-Ⅲ
　　 担当：小嶋

11/2（月）　11：00～　菊池香様　　　WAIS-Ⅲ
　　 担当；小嶋

＜カウンセリング・面談報告＞
・七崎　之利様～疲労感は多少窺えるが、落ち着いた表情。研究費のための書類は作成し、提出する事が出来た。今の仕事に就いて、過去の自分と対峙する事が多いことを振り返る。病気になって得たものや出来るようになった事があるといい、“自分を思いやること”や“諦めること”ができるようになったという。「さじ加減」についての話が展開され、人間関係、仕事、すべてにおいてさじ加減が大事でありることを共感する。

・砂庭　真平様～脱抑制のような感じは徐々に減ってきているように感じる。ハンチングを初めてとり、表情がありありと見える。うつむき加減で、少し笑うことがあり、CPが共感できるという話をすると目を見て、「そうですか」「ありがとうございます」と話す。生と死の矛盾については、相変わらず考えているが、考えすぎている感じは無く、哲学的な悩みに見えることを伝える。難しい言葉やニュアンスの話をしても、理解している様子が窺え、それらの表現の解釈を楽しんでいるかのようにも見える。

・藤井　純子様～表情は明るい。手の震えも幾分軽減しているように見える。＜2週間どうでしたか＞という問いに、男性関係の話をし始め、見合いの話を挙げている。恋愛は、自分の負の感情の捨て場になっていると思うと話しており、自分にとって大切な存在だと話す。躁的なエピソードがあると言い、いくつか例を挙げているが、以前よりは自制できていることを振り返る。

＜外来情報＞

・八木橋　牧雄様～前回ディオバン（40）１Ｔ　１×朝食後　処方し、その後血圧は140台位で経過されている。本日ディオバン（80）１Ｔへ増薬している。

